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超高速加熱試験装置の開発

装置の概要と特徴

ヒーター設計，温度計測方法，試料観測方法を検討し，基本設計の確立を進めてきた超高速加熱試験
装置の試作機を作成した。また，実運用に向けた加熱試験を実施した。

超高速加熱

カーボンヒーターにサンプルを直載せして局所加熱
5000℃/min以上の超高速昇温を省電力で実現

熱間観察

大開口の光学ガラス製観察窓を4か所に設置
温度やサンプル形状の変化を連続的に観察可能

雰囲気制御

Arなどの不活性雰囲気下で加熱が可能
断熱材フリーのステンレス筐体で湧き出しも最小限

加熱試験 (アルミナセラミックス)

カメラ1 (光学カメラ)

カメラ2 (2色式熱画像カメラ)

開始 終了
電圧上昇 30s 保持 20sパターン

25s 30s 40s 50sカメラ1

加熱中のサンプル状態をはっきりと観察することができた。

カメラ2 30s 50s40s25s

熱画像可視画像

加熱エリアの温度分布が刻々と変化する様子を連続的に捉えることができた
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